
技 

術 

情 

報 

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
生
息
環
境
の
面
的
保
全
 

s
底
生
魚
を
対
象
と
し
た
手
作
り
魚
道
 

（
小
さ
な
自
然
再
生
の
取
り
組
み
）
S
 

株
式
会
社
北
海
道
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
流
域
計
画
部
 
野

表

 

結
 

技
師
長
 
岩

瀬

晴

夫

 

は
じ
め
に
 

'
 

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
、
翼
を
広
げ
る
と
 

一
八
〇
皿
に
達
す
る
世
界
最
大
級
の
フ
 

ク
ロ
ウ
で
あ
る
。
日
本
で
は
北
海
道
の
 

み
に
生
息
し
、
古
く
よ
り
ア
イ
ヌ
の
人
 

た
ち
に
村
を
守
る
神
と
し
て
北
海
道
各
 

地
で
崇
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
 

規
模
な
森
林
伐
採
等
に
よ
る
営
巣
適
地
 

の
減
少
に
加
え
、
ダ
ム
の
設
置
、
河
川
 

改
修
に
よ
る
餌
場
環
境
の
減
少
等
に
よ
 

り
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
絶
滅
の
危
機
に
 

瀕
し
て
い
る
。
 

環
境
省
は
、
道
内
に
生
息
・
繁
殖
す
 

る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
オ
 

ジ
ロ
ワ
シ
、
オ
オ
ワ
シ
の
四
種
を
保
護
 

増
殖
事
業
の
対
象
に
指
定
し
、
こ
れ
ま
 

で
、
種
ご
と
の
生
息
状
況
調
査
、
巣
箱
 

の
設
置
、
給
餌
、
傷
病
救
護
等
の
取
り
 

組
み
を
進
め
て
き
た
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
 

れ
状
況
は
異
な
る
が
、
個
体
数
の
回
復
 

等
が
期
待
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
 

一
方
で
、
生
息
地
が
知
床
半
島
、
根
 

釧
地
方
、
十
勝
地
方
、
日
高
地
方
に
分
 

断
さ
れ
て
お
り
、
若
鳥
の
分
散
、
定
着
 

が
困
難
な
状
況
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
 

い
る
。
ま
た
、
つ
が
い
の
約
半
数
が
知
 

床
に
集
中
し
て
お
り
、
近
親
交
配
に
よ
 

る
遺
伝
的
多
様
性
の
劣
化
も
懸
念
さ
れ
 

て
い
る
。
個
体
数
は
増
加
し
た
が
、
保
 

護
増
殖
事
業
の
最
終
目
標
で
あ
る
「
自
 

然
状
態
で
安
定
的
に
生
息
で
き
る
状
 

態」 

の
達
成
に
向
け
て
は
、
生
息
環
境
 

の
回
復
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に
向
 

け
て
、
国
は
平
成
二
五
年
に
 
「
シ
マ
フ
 

ク
ロ
ウ
生
息
地
拡
大
に
向
け
た
環
境
整
 

備
計
画
」
を
策
定
し
、
現
在
は
、
点
で
 

は
な
く
面
的
な
生
息
環
境
の
保
全
へ
段
 

階
が
進
ん
だ
状
況
だ
。
 

背
景
 

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
、
中
小
河
川
の
水
 

深
が
浅
い
礫
河
川
（
泥
河
川
や
砂
河
川
 

で
は
な
く
）
で
、
お
も
に
魚
類
を
採
餌
 

す
る
こ
と
が
多
い
（
写
真
1
）
。
取
り
 

組
み
の
対
象
と
な
っ
た
河
川
は
、
シ
マ
 

フ
ク
ロ
ウ
採
餌
の
適
地
河
川
と
考
え
ら
 

れ
る
が
、
横
断
工
作
物
が
多
数
設
置
さ
 

れ
て
い
る
。
 

魚
類
調
査
に
て
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
重
 

要
な
餌
資
源
で
あ
る
夜
行
性
の
底
生
魚
 

（
主
と
し
て
カ
ジ
カ
類
）
が
最
下
流
で
は
 

一
定
程
度
の
数
が
捕
獲
さ
れ
た
が
、
直
上
 

の
落
差
工
上
部
区
間
で
は
捕
獲
さ
れ
な
 

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
落
差
工
に
よ
り
遡
上
 

が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
 

底
生
魚
で
あ
る
カ
ジ
カ
類
は
、
川
底
 

の
石
の
隙
間
を
生
活
空
間
や
産
卵
場
所
 

と
す
る
。
カ
ジ
カ
類
の
中
に
は
、
エ
ゾ
 

ハ
ナ
カ
ジ
カ
の
よ
う
に
孵
化
直
後
の
稚
 

こ〕 

1“」‘U5l5 Q3:lZ'56 

写真1 人工巣箱内の雛にカジカ 

類を運ぶシマフクロウ 

（提供：シマフクロウ環境研究会 竹中健氏） 

魚
は
い
っ
た
ん
浮
遊
し
て
海
に
下
り
、
 

そ
こ
で
数
週
間
成
長
し
た
後
、
再
び
川
 

に
戻
る
と
い
う
生
活
史
を
送
る
種
類
が
 

い
る
。
そ
の
た
め
、
落
差
を
伴
う
工
作
 

物
は
遡
上
お
よ
び
分
布
域
拡
大
の
阻
害
 

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
 

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
環
境
を
面
的
 

に
保
全
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
下
流
に
 

位
置
す
る
落
差
工
を
対
象
に
、
令
和
三
 

年
、
令
和
四
年
に
実
施
し
た
底
生
魚
の
 

遡
上
お
よ
び
生
息
環
境
向
上
を
目
的
と
 

し
た
手
作
り
市
民
魚
道
の
設
置
に
関
す
 

る
技
術
情
報
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
今
 

回
の
市
民
魚
道
の
設
置
は
、
環
境
省
釧
 

路
自
然
環
境
事
務
所
が
進
め
て
い
る
、
 

ク
根
釧
地
域
に
お
け
る
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
 

等
四
種
の
生
息
環
境
整
備
ク
 
の
一
環
と
 

し
て
実
施
し
た
。
 

一
年
目
の
取
り
組
み
 

（
石
倉
の
設
置
と
既
設
魚
道
の
改
良
）
 

今
回
の
対
象
河
川
で
は
、
落
差
の
無
 

い
本
流
合
流
点
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
に
 

一
号
落
差
工
（
下
流
か
ら
最
初
の
河
川
 

横
断
工
作
物
・
落
差
一
・
〇
m

）
が
出
 

現
し
、
底
生
魚
の
遡
上
を
阻
ん
で
い
る
。
 

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
落
差
工
 

は
落
差
の
あ
る
本
堤
（
コ
ン
ク
リ
ー
 

ト
）
と
落
下
水
の
衝
撃
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
 

拡
散
・
消
費
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
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叩
き
が
あ
り
、
遡
上
を
阻
ん
で
い
た
。
 

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
水
叩
き
下
流
の
護
 

床
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
）
も
 

低
水
路
幅
い
っ
ぱ
い
に
敷
き
詰
め
て
い
 

る
の
で
、
遡
上
阻
害
物
で
あ
る
。
さ
ら
 

に
言
う
と
、
合
流
付
近
は
本
流
の
氾
濫
 

堆
積
物
で
構
成
さ
れ
、
比
較
的
細
か
な
 

砂
礫
河
床
の
た
め
、
底
生
魚
の
生
息
・
 

産
卵
環
境
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
底
生
魚
は
護
床
工
下
流
の
 

河
岸
等
の
空
隙
に
し
か
生
息
し
て
い
な
 

い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
令
和
三
年
は
護
 

い
し
く
ら
 

床
工
の
下
流
に
石
倉
を
設
置
し
、
底
生
 

乃‘ 
」J 

一 

写真3 既設魚道内に設置した底写真2 落差工下流に設置した 

生魚用斜路（写真は設置 石倉 

のため水を止めた状態） 

魚
の
誘
導
を
試
み
た
（
写
真
2
）
。
ま
た
、
 

落
差
工
（
落
差
一
・
〇
m

）
に
は
サ
ク
 

ラ
マ
ス
等
の
遊
泳
魚
用
の
既
設
階
段
式
 

魚
道
が
あ
っ
た
の
で
、
河
床
を
這
う
よ
 

う
に
動
く
底
生
魚
も
遡
上
で
き
る
よ
う
、
 

そ
の
魚
道
内
に
現
地
の
礫
を
敷
き
詰
め
 

た
底
生
魚
用
斜
路
を
手
作
り
で
造
り
こ
 

ん
だ
（
写
真
3
）。
 

二
年
目
の
取
り
組
み
 

（
斜
路
を
つ
け
た
手
作
り
魚
道
の
設
置
）
 

令
和
四
年
度
は
、
二
号
と
三
号
の
落
 

差
工
（
と
も
に
落
差
一
・
〇
m

）
の
一
一
 

基
を
既
設
魚
道
外
に
手
作
り
斜
路
魚
道
 

を
設
置
し
た
。
設
置
位
置
は
、
洪
水
時
 

の
礫
混
じ
り
高
速
流
の
発
生
に
よ
り
手
 

作
り
魚
道
が
破
壊
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
 

慮
し
て
決
め
た
。
 
一
号
落
差
工
で
は
、
 

既
設
魚
道
が
洪
水
時
の
流
心
位
置
か
ら
 

外
れ
て
い
る
た
め
、
既
設
魚
道
内
に
斜
 

路
魚
道
を
設
け
た
。
二
号
と
三
号
落
差
 

工
は
、
既
設
魚
道
位
置
が
洪
水
流
の
流
 

心
位
置
に
あ
る
た
め
、
手
作
り
斜
路
魚
 

道
は
河
岸
沿
い
に
新
規
設
置
し
た
。
 

話
が
前
後
す
る
が
、
斜
路
魚
道
と
し
 

た
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
み
る
。
 

既
設
階
段
式
魚
道
内
の
流
速
は
お
お
 

む
ね
一
・
五
ー
二
・
〇
m

/
s

で
あ
る
。
 

既
設
魚
道
の
対
象
魚
は
サ
ク
ラ
マ
ス
等
 

の
大
型
遊
泳
魚
で
あ
り
、
突
進
速
度
 

（
一
ー
五
 

秒
間
程
度
 

瞬
間
的
に
 

持
続
で
き
 

る
最
大
遊
 

泳
速
度
）
 

は
約
四
・
 

〇
m

/
s
 

で
あ
る
。
 

－

 

・
 

、
・
 

一寸 

写真4 後日に作業が若干残ったが、 

記念撮影（R4年） 

で
は
、
遊
泳
力
の
弱
い
底
生
魚
の
突
進
 

速
度
は
ど
う
か
。
約
一
・
二
m

/
s

で
 

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
底
生
魚
は
流
水
に
 

押
し
戻
さ
れ
、
遡
上
は
不
可
能
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
底
生
魚
が
遡
上
で
き
る
約
 

一
・
二
m

/
s

以
下
と
な
る
よ
う
に
、
 

玉
石
を
配
置
し
た
斜
路
魚
道
を
考
案
し
、
 

表
面
の
玉
石
の
流
失
防
止
と
し
て
木
組
 

み
で
玉
石
を
抑
え
込
み
、
河
床
か
ら
ど
 

こ
か
ら
で
も
は
い
上
が
れ
る
よ
う
に
斜
 

路
型
に
し
て
あ
る
（
写
真
4
）。 

な
お
、
手
作
り
魚
道
の
設
置
は
、
一
 

基
あ
た
り
二
〇
人
程
度
で
作
業
し
て
一
 

日
で
完
成
す
る
作
業
量
で
あ
る
。
設
置
 

作
業
に
参
加
し
た
の
は
、
環
境
省
の
職
 

員
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
全
活
動
に
係
 

る
組
織
の
方
々
、
取
り
組
み
に
賛
同
す
 

る
地
域
住
民
等
で
あ
る
。
魚
道
お
よ
び
 

斜
路
の
骨
組
み
に
は
バ
タ
角
を
使
用
し
、
 

ボ
ル
ト
で
固
定
し
た
。
石
倉
お
よ
び
魚
 

道
内
に
詰
め
た
玉
石
は
、
す
べ
て
現
地
 

で
収
集
し
た
。
魚
道
の
流
入
水
を
止
め
、
 

水
と
土
砂
を
掻
き
出
す
必
要
が
あ
る
の
 

だ
が
、
こ
れ
が
地
味
に
大
変
で
あ
っ
た
。
 

お
わ
り
に
 

対
象
河
川
に
は
、
よ
り
上
流
に
魚
道
 

を
伴
わ
な
い
治
山
ダ
ム
お
よ
び
取
水
堰
 

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
遊
泳
魚
で
あ
る
 

サ
ク
ラ
マ
ス
が
治
山
ダ
ム
よ
り
上
流
に
 

は
遡
上
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
 

て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
 

い
る
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
環
境
を
 

面
的
に
保
全
す
る
に
は
、
今
後
も
河
川
 

工
作
物
の
改
良
を
検
討
・
実
施
し
て
い
 

く
必
要
が
あ
る
。
今
回
設
置
し
た
石
 

倉
・
斜
路
型
魚
道
に
対
し
て
は
魚
類
の
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
結
果
 

を
フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
今
後
の
落
差
 

解
消
に
反
映
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

野
表
 
結
●
の
お
も
て
 
ゆ
い
 

北
海
道
静
内
町
（
現
新
ひ
だ
か
町
）
生
ま
れ
。
 

帯
広
畜
産
大
学
畜
産
科
学
科
 
卒
業
。
二
o
 

一
八
年
に
入
社
し
、
主
に
鳥
類
調
査
に
従
事
。
 

岩
瀬
 
晴
夫
●
い
わ
せ
 
は
る
お
 

北
海
道
留
辺
蘂
町
（
現
北
見
市
）
生
ま
れ
、
 

技
術
士
。
 

固
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
設
計
か
ら
応
用
 

生
態
工
学
分
野
の
調
査
・
設
計
に
う
つ
り
 

ク
見
試
し
ク
の
実
践
を
通
じ
て
不
確
か
な
川
 

の
挙
動
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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